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1 はじめに

このテンプレートは, 日本音響学会が配布するonkoron_template_11pt.docをもとに、基本的に「日本音響学会九州支部 学生のための研究発表会 講演原稿の書き方」に沿ったスタイルファイルである。

講演論文集は, 著者が作成した原稿をそのままオフセット印刷により作成する。原稿の作成に当たっては十分留意し, “きれい”に仕上げる。特に余白の設定を守り, 文字及び図表の濃さができるだけ同じになるよう注意する。

2 講演原稿の書き方

2.1 用紙について

　A4判, 白の用紙を縦置きにして書く。2段組, 段ヌキのいずれで作成しても構わない。作成枚数は講演1件あたり4ページを基本とする。2ページにすることは可能だが, 奇数ページで終わることは避ける。余白は左右を22 mmずつ, 上下を18 mmずつとする。この設定で, 原稿を書くための領域が, ほぼ横165 mm, 縦 260 mmとなるはずである。

2.2 文字の種類, 文字の色, 濃淡, 大きさ

　文字は黒字で作成し、文字サイズは12ポイントを基本とする。日本語のフォントは，Linux, Windows, MacOSX 上で無償利用可能なIPA フォントを推奨する。

下記でダウンロードできる。

http://ossipedia.ipa.go.jp/ipafont/
また，アルファベットは，PostScript Level 1 で定義されているフォントの利用を推奨する。

2.3 題名, 講演者名, 通学先または勤務先

題名については，学会で貼り込む講演番号のスペースを確保するために，第1ページ第1行の左から35 mm より右から始め, 長い題名で2行にまたがる場合にも第2行目の題名は, 第1行の題名と頭をそろえる。2ページ目以降の第1行は左端から始める。講演者名, 通学先または勤務先は3行目（題名が2行にまたがる場合は4行目）に書く。通学先または勤務先ついては，なるべく略称で記入する。講演者は第1著者とする。原稿第1ページの最下行には, 題名および著者名（所属）の英語訳を注記する。そのための符号として, 題名の末尾の字の肩に*印を付ける。

2.4 図, 表, 写真

　図, 表, 写真はモノクロで作成する。カラー印刷はできない。余白等の設定を守って, ワードプロセッサ等の文書ファ
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Fig. 1. Caption of this figure.

Table 1. Caption of this table.

	タイトル
	値

	A
	x

	B
	y

	C
	z


イルに埋め込む。そして, 図等の埋め込

まれた文書ファイルが PDFファイルに変

換でき, 正しく表示できることを, 必ず確認する。なるべく英文による題名や説明を付ける。図中の文字も英文を使って問題ない。 挿入位置は，図は下，表は上である。Fig. 1，Table. 1の例にならい挿入する。クロスリファレンスを用いて本文で引用するとよい。
なお，図表は，天地にまとめるなど，見やすく配置することを心がける。また，大きい図表については，その部分のみ1段組として挿入する。
2.5 本文について

本文は第5行（題名が2行にまたがる場合は6行目）から書き始める。本文の表記については，日本音響学会誌の投稿規定に準拠して記載する。本文中で参考文献を引用する際は，引用箇所に番号を記載する。その際には，[1]というように番号を括弧で囲んで上付で挿入するか，

文献[1]のように表記する。同一箇所に複数の参考文献を引用する際は，[1,5]，[1-3]のように，まとめて記載する。さらに，同一番号で参考文献欄に書誌情報を記載する。

そのほか，一般的な書き表し方については，標準的な方法に習って書き表す[5]。

2.6 謝辞について

必要に応じて，本文の最後，参考文献の前に謝辞を挿入する。フォントサイズ等は「謝辞」欄に記載してあるので，そちらを参照して記載する。

2.7 参考文献について

参考文献のフォントサイズは本文と同様に12 ptである。少なくとも，正しく引用するのに必要な情報は記載する。著者が3名以上いる場合は，第一著者のみ記載し，「他」，「et al.」を入れる。書誌情報のフォーマットの例は，このテンプレートの最後の「参考文献」欄に記載してあるので，参照されたい。

3 その他のTIPS

以下に，Microsoft Wordを使って見やすい原稿を作成するための，TIPSを参考までに示す。

· 本文中に周波数1000 Hz，音圧レベル40 dBといった値を記載する際は，数値と単位の間に半角スペースを入れる。

4 おわりに

以上が分かりやすい原稿づくりの参考になれば，幸いである。

謝辞

謝辞は，本文と同様にフォントサイズを12 ptとして書く。
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*How to write to prepare a good-looking manuscript for ASJ-Kyusyu meeting for students, by KUMAMOTO, Tarô and YATSUSHIRO, Hanako (Kumamoto university).
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